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IDEA ver.3エンドユーザーライセンス規約への 

同意と署名のお手続きに関して 

 

 

IDEA ver.3 データベースをご使用いただくには、IDEA ver.3エンドユーザーライセンス規約をお読みいた

だいて、ご同意の上、ご署名いただくことが必要です。 

 

記入方法 

1. 「IDEA ver.3 エンドユーザーライセンス規約同意書」を良くお読みください。 

2. 内容にご同意いただける場合は、お名前、組織名、お役職、ご署名、日付、メールの６ 項目をご記入くだ

さい。（ご署名欄以外はゴム印でも結構です） 

3. 今後サステナブル経営推進機構より、IDEA データベースに関連する製品やサービスのご案内を e-

mail でお送りしてもよい場合は、チェックボックス（□）に承諾のチェックをお入れください。 

4. ライセンス申込みに併せてサステナブル経営推進機構までご返信ください。 

返信先： PDF の送付先 メールアドレス lca@sumpo.or.jp 

 

お問い合わせ先 

一般社団法人サステナブル経営推進機構 

東京都千代田区内神田1-14-8  KANDA SQUARE GATE 4階 

電話：03-5577-7582 

e-mail： lca@sumpo.or.jp 

mailto:lca@sumpo.or.jp
mailto:lca@sumpo.or.jp
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IDEAver.3 エンドユーザーライセンス規約への同意と署名 

 

 

私は IDEA  ver.3エンドユーザーライセンス規約を読んでその内容と条件を完全に理解

し、同意します。 

 

□ 今後サステナブル経営推進機構及び関連組織より、IDEA データベースに関連する製

品やサービスのご案内を e-mail で送信することを許可します。 

 

お名前：   

 

組織名：   

 

お役職：   

 

日 付：   

 

電 話：   

 

メール：   

 

 

 

ご署名（自署）もしくはご捺印：   
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IDEAver.3 エンドユーザーライセン

ス規約 

 

本規約への同意 

IDEAver.3をご使用されるにあたって、

以下のエンドユーザーライセンス規約を注

意深くお読みください。IDEAver.3をご

使用になることで、本規約に全面的に同

意をしたものとみなします。本規約の全て

の項目に同意をされない場合にはただち

に IDEAver.3のご使用を停止してくださ

い。 

 

用語の定義 

▪ 「本規約」は本エンドユーザーライセン

ス規約を指し、「IDEAver.3」を使用

するにあたっての同意内容を定めた

文章です。 

▪ 「IDEAver.3」はデータベースを構成す

る全ての LCI データセットとそのデータ

セット間のリンク、マニュアルやデータセッ

トの内容について記述したメタデータを

指します。 

▪ 「エンドユーザー」は「IDEAver.3」の

使用を許諾された個人もしくは法人で

す。 

▪ 「使用者」は「エンドユーザー」の組織

（エンドユーザーが株式を100%保

有している子会社を含む）に所属し、

「IDEA v3.1 データベース」を使用す

る者のことを指します。エンドユーザー

が個人の場合にはその個人のことを示

します。 

▪ 「サステナブル経営推進機構」は

「IDEAver.3」の使用を「エンドユーザ

ー」に許諾するライセンスを発行する法

人です。 

▪ 「再販者」は「サステナブル経営推進

機構」から許諾を受け て、

「IDEAver.3」の使用許諾ライセンス

を「エンドユーザー」に販売する個人も

しくは法人です。 

▪  「コンサル依頼元」はコンサルライセン

スを取得したエンドユーザーに対し

て、LCAのケーススタディの実施等を

依頼する個人もしくは法人です。 

▪  「ライセンス」はサステナブル経営推進

機構または再販社がエンドユーザー

に対して販売する、「IDEA ver.3」

を使用する権利であり、「IDEA 

ver.3」のいかなる改変・翻案・編集

を許諾するものではありません。 

著作権 

IDEAver.3、または、全てのコンテンツ、

即ち特定のデータセット、マニュアル、デザ

イン、ソフトウエア、テキスト、画像イメージ

等（こららに限定するものではない）はサ

ステナブル経営推進機構及びその他の権

利者が所有しており、国際著作権条約

によって保護されています。 

ライセンスを取得したエンドユーザーは本

規約で定める条件に従った IDEAver.3

の使用を許諾されただけであり、なんら所

有権や権利の移転を意味するものでない

ことに同意するものとします。 

ライセンスの許諾 

エンドユーザーが本規約に全面的に同意

し、サステナブル経営推進機構が認める

価格表に従ってサステナブル経営推進機

構もしくは再販者へ必要な対価が支払

われていることを条件に、サステナブル経

営推進機構はエンドユーザーに、

IDEAver.3の特定バージョンを非独占

的に使用することを許諾したライセンスを

発行します。 

ライセンスは、管理用のシリアルコードとし

て発行され、譲渡不可とします。 

一旦納入されたライセンス料については理

由の如何を問わず、返還しません。 

ライセンスが有効な期間の途中で使用許

諾が終了した場合でも、ライセンス料を使

用期間に応じて返還することはありませ

ん。 

保証の排除と責任の制限 

エンドユーザーは自己の責任において 

IDEAver.3を使用するものとします。

IDEAver.3から得られる情報や素材は

「入手できる現状のまま」の状態で提供さ

れており、いかなる暗黙的、明示的な保

障もされておらず、適用される法律によっ

て認められる最大限までその責任を制限

されるものとします。また、IDEAver.3を

使用することによって生じるリスクはエンド

ユーザーが完全に負うものとします。

IDEAver.3の使用や提供される情報か

らエンドユーザー又は第三者に生じた一

切の損害、一般的な損害、特別な損

害、付随的損害、結果的損害、一過性

の損害についてサステナブル経営推進機構

及びIDEAver.3のその他の権利者は一

切責任を負わないものとします。 

更にサステナブル経営推進機構は以下の

内容を一切保障しないと同時に、以下の

内容に基づいてエンドユーザー又は第三者

が被った損害についても一切責任を負わな

いものとします。 

1. IDEAver.3で提供されている情報が正

しく、完全で、間違いがなく、最新である

こと。 

2. IDEAver.3で提供されるサービスや機

能やプログラムが正しく動作することや、

見つかった不具合が修正されること。 

3. IDEAver.3で提供される情報、機能、

プログラム、API が一貫性を持って運営

され、変更されないこと。 

4. バージョン間で互換性が保たれること。 

5. 後継バージョンが提供されること。 

 

エンドユーザーの権利及び制限事項 

エンドユーザーが IDEAver.3を使用する

にあたっての権利及び制限事項は取得し

たライセンスの種類によって定められるものと

します。ただし、別途サステナブル経営推進

機構とエンドユーザーの間で特定条件で書

面による合意が形成された場合はその条

件に従うものとします。 

 

エンドユーザーライセンスの組織種別 

エンドユーザーはその組織の種別（一般、

中小企業、業界団体、アカデミア）に対

応したライセンスを取得した場合にのみ、エ

ンドユーザーに所属する使用者がIDEA 

ver.3を使用することができます。 

 

LCA実施結果の公開 

1. IDEA ver.3を使用してLCAを実施し

た結果については、報告書等に記載し

て公表することができますが、そのような

場合には、IDEA ver.3を使用した箇

所について、その参照先を明記しなけ

ればなりません。なお、この際には、使

用された具体的な入出力の数値や特

定化結果の原単位等の数値を報告書

に転載することは許可されません。 

 

標準エンドユーザーライセンス： 

1. 「標準エンドユーザーライセンス」を取得
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したエンドユーザーは、自身の組織

（エンドユーザーと、エンドユーザーが

株式を100%保有している子会社、

およびその子会社が100％の株式を

保有する孫会社を含んでも良い）の

評価対象（組織、製品、サービス

等）の資源の効率的活用、環境負

荷物質の排出量の把握、排出削減

等を目的としたLCAを行うことや、自

身の研究遂行を目的とする場合に限

り、IDEA ver.3を使用することができ

ます。 

2. 「標準エンドユーザーライセンス」では、

第三者の目的を補助することや、第

三者のLCAを実施するためにIDEA 

ver.3を使用することはできません。こ

のような目的でIDEA ver.3を使用す

る場合は、別途「コンサルタント用ライ

センス」を取得する必要があります。 

3. 業界団体等の「標準エンドユーザーラ

イセンス」については、業界団体等がそ

の業界団体の加盟企業・団体等に

対してデータ収集を依頼し、そのデー

タを用いて業界平均のLCAを実施

し、その業界団体の報告書等で公表

することは許可されます。ただし、各加

盟企業・団体等毎にLCAを実施し、

その個別の算定結果を各加盟企業・

団体等に対して提示する場合には別

途、各加盟企業・団体等が「標準エ

ンドユーザーライセンス」を取得するか、

業界団体等が「コンサルタント用ライセ

ンス」を取得する必要があります。ま

た、いかなる場合においても、IDEA 

ver.3の数値等を、IDEA ver.3のラ

イセンスを保有していない加盟企業・

団体等に開示することは許可されませ

ん。 

4. エンドユーザーはIDEA ver.3の全部

又は一部を第三者（前記自身の組

織以外の組織。エンドユーザーが

100%の株式を所有しない小会社・

関連会社等も第三者に含まれます。

以下同様。）へ開示、譲渡、貸与を

することはできません。 

 

コンサルタント用エンドユーザーラ
イセンス： 

「コンサルタント用エンドユーザーライセン

ス」を取得したエンドユーザーは、標準エン

ドユーザーライセンスの利用目的に加え

て、コンサルタント企業等が単一又は複

数の組織より依頼を受け（国や地方自

治体の実施する事業は含まない）、その

依頼を完遂する目的として利用する場

合、依頼元の組織が標準エンドユーザー

ライセンスを所有していなくとも、その依頼

を完遂する目的で IDEAver.3を使用す

ることができます。ただし、エンドユーザー

は、LCAのケーススタディを実施するにあた

り、コンサル依頼元に対し、IDEA ver.3

の数値の開示や再配布をすること、数値

を容易に逆算できるような形で算定の内

訳情報を開示することは禁止とします。コ

ンサル依頼元に対してIDEA ver.3の数

値を開示する場合や、「コンサルタント用ラ

イセンス」を取得したエンドユーザーが

IDEA ver.3をソフトウエアに組み込む

等、コンサル依頼元に配布する場合は、コ

ンサル依頼元用の「標準エンドユーザーラ

イセンス」をコンサル依頼元もしくはエンドユ

ーザーが別途取得する必要があります。 

 

公共事業用エンドユーザーライセン
ス： 

「公共事業用エンドユーザーライセンス」を

取得したエンドユーザーは、国や地方自

治体が実施する事業において、当該事

業の実施にかかわる LCA のケーススタデ

ィを行う場合に限り、IDEAver.3を使用

することができます。ただし、当該事業に

複数の組織が参加し、それぞれの組織

毎にLCA のケーススタディを行う場合に

は、その組織毎に別途、「公共事業用エ

ンドユーザーライセンス」を取得する必要

があります。また、ライセンスが有効な期

間は、原則としてライセンスを取得したとき

から当該事業が実施される会計年度とし

ます。複数年の事業で IDEAver.3を複

数年間使用する場合にはその年数に相

当する公共事業用エンドユーザーライセン

スを取得する必要があります。 

特殊ライセンス： 

「特殊ライセンス」を取得したエンドユーザ

ーは、別途サステナブル経営推進機構と

再販者の間で締結される個別契約で定

める範囲内で IDEAver.3を使用するこ

とができます。 

 

エンドユーザーの責任と行動 

エンドユーザーは IDEA ver.3を自身が所

在する各地域、都道府県、国、国際的な

法律、法令、条令に従って使用するものと

します。また、サステナブル経営推進機構

から書面による許可がない限り以下の行為

を一切禁止します。 

1. IDEA ver.3の一部もしくは全部を

販売したり、再配布すること。 

2. 公表を含め、IDEAver.3の一部もし

くは全部を複製して第三者に提供す

ること。ただし、IDEAコード、プロセス

名や製品名、バージョン等、算定に

使用したIDEA v3.1 データベース内

の参照箇所を示すための情報は第

三者に開示することができます。 

3. 報告書等に IDEAver.3に含まれるデ

ータセットの入出力フローの数値や特

性化結果の数値を示すこと。 

4. IDEAver.3の複製、コピー、解読、再

配布、変更、出版、脆弱性の攻撃を

行うこと。 

5. IDEAver.3のサービスの提供を妨害、

又は中断させるための全ての試み。 

 

ライセンスの有効期間 

書面によりエンドユーザーとサステナブル経

営推進機構の間で別途合意がなされた場

合を除き、ライセンスの有効期間は次に掲

げる通りとします。 

1.「標準エンドユーザーライセンス」「コンサ

ルライセンス」については、エンドユーザー

がシリアルコードを受領してから1年間。 

2.「公共事業用ライセンス」については、エ

ンドユーザーがシリアルコードを受領した

日から、その日のある会計年度の最終

日（3月31日）。 

3.「特殊ライセンス」は別途個別契約で定

められた有効期間。 

 

ライセンスあたりの使用者数 

ライセンスが有効な期間内において一つの

エンドユーザーライセンスで算定が許可され

るLCAの総数についての制限はありません

が、IDEA ver.3を使用する使用者の数

に応じたライセンスの取得が必要となりま

す。 

1ライセンスで、業務内容を一にする組織

（例：課、研究室、社内のプロジェクトチ

ーム）など3台までのパーソナルコンピュータ

ーでIDEA ver.3を使用できるものとしま

す。なお、企業内で業務内容を一にする

組織とは、週に一度の打ち合わせを行うチ

ームを目安とします。エンドユーザーの

100%子会社にIDEA ver.3を使用させ

る場合には、それぞれの子会社用の追加ラ
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イセンスが必要となります。ただし、特殊ラ

イセンスの場合は別途個別契約で定めら

れたライセンスあたりの使用者数とします。 

 

ライセンス数の合算 

ライセンス種別ごとに別途定める手数料

を支払うことでライセンス数を合算すること

が出来ます。合算することができる範囲は

同一組織内とし、民間企業の場合は同

一企業および100％子会社及びその子

会社の100%子会社を含みます。ライセ

ンス数を合算した場合、ライセンスの有効

期間は最も短い有効期間とします。 

 

ライセンスの管理 

エンドユーザーは以下に示す内容に合意
して IDEAver.3のライセンス及びシリアル
コードを管理するものとします。 

1. ライセンス及び発行されたシリアルコ

ードに付随する権利を自分以外の

者へ販売、貸与、譲渡しないこと。

ただし、特殊ライセンス等で別途事

前に契約されている場合を除きま

す。 

2. エンドユーザーは本規約及び本規

約上の自身の地位またはこれらに

基づく権利もしくは義務を第三者

へ譲渡し、もしくは移転し、もしくは

第三者の権利の目的としてはなり

ません。 

3. 発行されたシリアルコードの管理は

エンドユーザーの責任下において行

うこと。 

4. 発行されたシリアルコードに関して生

じた問題については、エンドユーザー

がその責任を負うこと。 

5. 発行されたシリアルコードの自身の

組織内の使用者を把握し、サステ

ナブル経営推進機構に求められた

場合には、その使用状況を書面で

回答しなければなりません。 

6. サステナブル経営推進機構はいつ

何時でも、どのような理由でも、その

独自の判断で特定のライセンスの

使用を停止することができる権利を

保有すること。 

 

使用許諾の解約 

サステナブル経営推進機構は、使用許

諾の有効期間中であっても、エンドユーザ

ーが次の（１）、（２）あるいは

（４）に該当する場合において、エンド

ユーザーに対して10日以上の期間を定

めてその是正を求め、当該期間内に使

用者による是正がなされない場合、ある

いは、是正期間経過時に、又、（３）、

（５）から（９）のいずれかに該当する

場合は、使用者に対する書面による解

約通知が使用者に到達した日をもって使

用許諾は終了するものとします。 

（１）エンドユーザーが取得したライセン

スに規定する使用権の範囲外でIDEA 

ver.3を使用したとき 

（２）ライセンス料を納付しないとき 

（３）エンドユーザーの責任と行動に違

反したとき 

（４）以上のほか、本規約のいずれか

の規定に違反したとき 

（５）違法な行為をしたとき 

（６）サステナブル経営推進機構や

IDEAver.3、IDEAver.3の著作権者

の名誉もしくは信用を著しく損なう行為を

行なったとき 

（７）監督官庁から営業停止、営業

免許又は営業登録の取消の処分を受け

たとき 

（８）手形・小切手の不渡処分、仮差

押、仮処分、強制執行を受けたとき 

（９）破産、民事再生手続、特別清

算、又は会社更生手続の申立があったと

き 

 

権利の制限と関係の終了 

サステナブル経営推進機構は､その独自

の判断で、エンドユーザーがIDEAver.3

へアクセスをする権利の一部又は全部を

制限する権利を有します。また、本規約

の一部または全部を解除し､終了させる

権利も有します。 

 

関係の終了後の措置 

1. エンドユーザーは、その理由の如何を

問わず、ライセンスの有効期間の終了

後は、IDEA v3.1データベースを使

用してはならず、すみやかに受領済み

のIDEA v3.1データベース（複製物

を含む）を全て廃棄または消去しな

ければなりません。 

2. サステナブル経営推進機構は、エンド

ユーザーに対し、IDEAver.3が廃棄

または消去されたことを証する書面の

提出を求めることができ、エンドユーザ

ーはこれに応じなければなりません。 

 

損害軽減義務 

1. エンドユーザーは、IDEA v3.1データベ

ースの漏えい、喪失、第三者への提

供、目的外使用等、本規約に違反す

るIDEA v3.1データベースの使用（以

下「漏えい等」という。）を発見した場

合、直ちにサステナブル経営推進機構

にその旨を通知するものとします。 

2. エンドユーザーの故意または過失によ

り、IDEA v3.1データベースの一部また

は全体の漏えい等が生じた場合、エン

ドユーザーは、自己の費用と責任におい

て、漏えい等の事実の有無と範囲を確

認し、漏えい等の事実が確認できた場

合は、漏えい等を停止する施策をすみ

やかに実施するものとします。同時に、

漏えい等の再発防止策についても検討

を行い、その内容をサステナブル経営推

進機構に報告しなければなりません。 

 

損害賠償 

1. エンドユーザーが本規約に違反したこと

に起因してサステナブル経営推進機構

が損害を被った場合にはエンドユーザー

に対してその損害の賠償を請求すること

ができるものとします。 

2. エンドユーザーが故意に本規約に違反

し、損害を与えたとサステナブル経営推

進機構が認めた場合には、サステナブ

ル経営推進機構が本規約違反を開始

したと認定した日から、本規約違反が

解消されたと認定した日まで、1ライセン

ス、1日あたり最大で10万円をエンドユ

ーザーに対して請求できるものとします。 

3. エンドユーザーはかかる請求がなされた

場合、責任を持ってその賠償の任にあ

たるものとします。 

 

プライバシー 

サステナブル経営推進機構はユーザーの皆

様の個人情報をお預かりしています。これら

の情報の取り扱いについてはサステナブル

経営推進機構のプライバシーポリシーをご

参照ください。 

 

本規約の翻訳 

サステナブル経営推進機構は本規約の英

語版の翻訳を提供することがありますが、エ

ンドユーザーはこれらの翻訳がエンドユーザ

ーの便宜を図ることを目的としたものである

ことを理解し、日本語版の本規約が優先

されることに同意をします。 
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本規約の変更 

サステナブル経営推進機構は本規約をエ

ンドユーザーへ通知することなく、いつでも

変更できるものとします。 本規約変更後

も IDEAver.3をご使用になることで、本

規約に全面的に同意をしたものとみなし

ます。 

 
準拠法、裁判管轄 

サステナブル経営推進機構は日本の東

京都に本部をおいています。 本規約の

適用は、日本国法に準拠 するものとし、

IDEAver.3に起因して生じる全ての法

的問題 の解決は日本国東京都地方裁

判所 を第一審の専属的合意管轄裁判

所 とします。 

 
本規約の最終更新日時 

このドキュメントの最終更新日時は2022

年7月20日 です。 


